
階段や廊下に荷物があると避難の障害になります。

令和３年１２月１７日に大阪市北区のビルで発生した火災からまもなく１年を迎えます。
唯一の避難経路が炎でふさがれ多くの方がお亡くなりになられたこの火災を教訓に、東京消防庁では

『物を置かない！階段・廊下クリーンキャンペーン』 を行っています。

建物を利用する人の命を火災から守るのは、防火管理者の責務 です。

定期的な自衛消防訓練の実施により、避難経路の確認と整理整頓をしましょう。
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１ 事前学習は、テレワーク中も通勤時にも実施できます！

２ 事前学習だけでなく、訓練も個別に自由な時間で実施できます！

３ 防火管理者が、個別で実施した訓練結果を「チェックリスト」で確認できます！

おすすめポイント！！

スマートフォン１つで、事前学習から訓練、消防署への届出まで
できます！
実施には、東京消防庁公式アプリのダウンロード
が必要です！
※詳しくは、赤羽消防署ホームページまで！

「だけど、忙しくて自衛消防訓練ができない」

以前のものは

本体交換時期となります！

かたく絞った雑巾等で定期的に をふき取りましょう！

設置年月が分からない場合は、機器の裏側に書かれている

製造年月 から判断しましょう！

などで汚れていると、火災を感知しにくくなります。

お住まいで発生した火災を早期に発見・お知らせし、あなたとあなたの
大切な家族の命を守る住宅用火災警報器。「いざ」という時にきちんと
作動するよう、適正な設置やお手入れ、交換をしましょう。

鳴りますか？
住宅用火災警報器を確認！

により大事に至らなかった事例

◆ 男性は飲酒後、鍋をコンロの火にかけたまま寝込んでしまった。発生した煙により

住宅用火災警報器が鳴動したため、鳴動音に気づき目を覚ました。すぐにコンロの火

を止めることができたため 火災には至らなかった。

◆ 男性が自宅の３階にいたところ、２階から住宅用火災警報器の鳴動音が聞こえたの

で２階へ降りると、断線して床に落下した電気コードから炎が立ち上がっているの

を発見した。すぐに初期消火を実施し１１９番通報した。

全ての に設置しましょう！

手軽な自衛消防訓練で
避難経路を確認！
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２０１２年（平成２４年）

に交換って、 いつ交換すればいいの？に交換って、 いつ交換すればいいの？

お手入れって、 どういうこと？お手入れって、 どういうこと？

適正な設置ってどういうこと？適正な設置ってどういうこと？

設置から１０年を目安

安全

目の不自由な人のための
「音声コード」

目の不自由な人のための
「音声コード」


